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－  66  －
して、女子の方が情緒的なかかわりが多く、受容
体験が増す機会が大きかったためと考えられる。
対決体験に有意差が見られなかった理由として、
男子の友人グループの在り方が変化してきている
可能性が考えられる。男子は女子に比べ攻撃性が
高く（武藤・河村，2015）、それに伴い対決体験が
多く生起しても不思議はない。しかし、本研究に
おいて特にそのようなことを示唆する結果が見ら
れなかったことから、男子の友人グループにおい
ても、攻撃性を表したり互いに競ったりする関係
を持つよりも、表面的に群れることを重視した関
わり合いが増加しているのではないかと考える。
６．総合考察
（１）中学生のグループの在り方の特徴
　本研究で得られたグループ認知類型のうち、先
行研究と異なる特徴を示したものは消極肯定型で
ある。これは、これまで消極型に分類されていた、
「イツメン」（岩宮，2012）という言葉で表される
ような孤立傾向の生徒らが、最低限の他者との交
流を維持するようになったことを窺わせる。
（２）男女の受容体験、対決体験の相違
　女子の受容体験が男子より有意に高かったこと
は、女子の情緒的交流が親密性や相互信頼性の高
いものであることを示すと思われる。
　一方対決体験において性差が見られなかったこ
とは、自己吟味を促す体験に男女差がないという
ことでもある。対決体験の平均が男女とも高くは
ないことを考えると、中学生段階においてグルー
プは、相互に自己吟味を促すほど成熟していない
とも考えられるのではないか。
（３）中学生のグループへのかかわり方
　本研究の中学生のグループの類型には、先行研
究でいじめの温床の一つと考えられた否定優位型
が見られなかった。これは学校のいじめへの取り
組みによる影響によるものだと考えられた。今後
は、いじめにつながる可能性があると指摘された
もう一つの類型、アンビバレント型への取り組み
が課題となると思われる。今回のアンビバレント
型の特徴として、相互侵害がそれほど高くないこ
とが見られるため、このようなグループに対して
は、自分たちで問題解決ができるような手助けを
積極的に行うことが有効ではないだろうか。
　また、グループ認知と受容体験・対決体験との
関係を見ることも、今後の課題である。
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